此の 標題 は 少し 曖昧 だが、 俳優の 笑顔 を 指して ゐる 

ので はない。 舞台 そのものの 笑顔 を 云 ふので ある。 舞 

台が 顰め面 をしたり、 口角 泡 を 飛ばしたり、 めそめそ 

泣いたり、 口 を 空いて ポ カンと して ゐ たりす るので は 

なく、 絶えず —— 或は 少く とも 一 と晚の 半分く らゐ は、 

見物に 対し、 快い 微笑 を 送る —— さう いふ こと を 指す 

ので ある。 

かう いふと、 すぐに、 それ は 喜劇 を やる のかと 問 ひ 

返す ものが ある だら う。 喜劇 固より 可な リ であるが、 

喜劇に 限らず、 一 見 それと は 反対な 悲劇の 場合に して 

も、 その 舞台 全体の 相貌に、 ある Accueillant な 表情 



( 一 種の 愛想よ さ) を 求む る こと は、 現在の 新劇 を 一 層 

われわれに 近け る 所以 だと 思 はれる。 戯曲 そのもの は 

云 ふに 及ばず、 俳優の 演技に も、 舞台の 意匠に も、 演 

出の ト— ン にも、 われわれ は、 今日、 あまりに 屢々 仏 

頂 面に 遭遇す る。 見物に 背中 を 向ける とい ふところが 

ある。 取りつ く 島の ない 形で ある。 少し 言葉 は 悪い が 

「遠方 をよう こそ」 とい ふ 心 持が 現 はれて ゐ ない。 こ 

れは 誤解 を 招く かも 知れぬ。 決して 見物の 御機嫌 を 取 

れと いふので はない。 そんな ことなら、 大概の 営利 劇 

場で は、 とつく の 昔 やって ゐる。 或は、 もっと 華やか 

に、 けばけば しく、 アクセント をつ けろ と 云 ふので も 



観客席 に 繫ぎ 止める 最も 慇憝な 接待 法 である。 そして、 

これ こそ、 われわれが 恋人の それの 如く 渴望 する 舞台 

の 笑顔で ある。 

われわれ は 既に 旧劇に も 新派 劇に も、 此の 笑顔 を 見 

る こと は 出来ない。 笑顔 を 見せて ゐ るつ もり かも 知れ 

ない が、 それ は 幽霊の 微笑に 似て、 その 凄み さへ も感 

じられ ない ものである。 或は、 どうかす ると、 田舎 婆 

さ んの もてなし 然た る 五月 蠅 さと 気の毒 さ を 感じ る マ J 

とすら ある。 

われわれ は、 巧まず して 親しみ を 籠め、 狎れ ずして 

魅力に 富む 笑顔 を 求めて ゐる。 近代の 選ばれた る 男女 
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